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性 7 名，女性 6 名）と健常成人非トレーニング群
5 名（男性 1 名，女性 4 名）を被験者とした．ト
レーニング群では，新しく開発したゲーム感覚の
トレーニングを一日 2 回，週 3 回を 4 週間行っ
た．以下の 3 項目について，週ごとに評価し，ト
レーニングによる経時的な変化を調べた．











に，最初と 4 週間後の 2 回の計測のみを行った．
トレーニング群と非トレーニング群の比較は，最
初の測定値から 4 週間後の測定値の差に相違があ
るかどうかを，t– 検定を用い， 6 方向別の相違
に関しては，Holm の方法により修正した．二群
間の比較は，混合線形モデルを用いて実験前後の
値の増加量を比較した．
【結果】
　実験 1 ：トレーニング中に得られた口輪筋筋電
図活動のパワースペクトル分析より，口輪筋に疲
労が認められた．つまり，トレーニングにより，
口輪筋に負荷がかかっていることが分かった．
　実験 2 ：トレーニング群において，最大口唇閉
鎖力の総合力はトレーニングにより有意な増加が
認められた．方向別に検討すると，下方向，右下
方向の力に有意な増加が認められた．一方，正確
率においては，全方向で有意な増加が認められ，
トレーニングにより，口唇閉鎖調節能力の向上が
認められた．的あて回数にも，有意な増加が認め
られた．
　最大口唇閉鎖力（総合力と下，右下），正確率
（上と左上）および的あて回数において，トレー
ニング群の変化と非トレーニング群との変化に有
意な相違が認められた．
【結論】
　本研究結果から，今回の口唇閉鎖トレーニング
法は一定の口腔機能向上を促すことが示唆され
た．今後，このようなゲーム感覚でのトレーニン
グが口腔機能向上の一助となることが期待できる．
